
前年度授業改善推進プランの検証 学習状況の現状と課題 指導方法の課題と授業改善策

第１学年

第２学年

第３学年

第4学年

第5学年

【成果】
○初めての調理実習や裁縫
活動に高い意欲で安全に取
り組むことができた。

〇家庭に協力をお願いしな
がら、学校と家庭とでつな
がりながら学習を進めるこ
とができた。

【課題】
○家庭環境により、調理や
裁縫など知識や技能面に差
が見られる。

【現状】
○調理実習や裁縫活動など初めての活動に
興味をもち、友達と協力しながら安全に取
り組もうとしている児童が多い。

【課題】
〇裁縫や調理の技能差が大きい。

○学校で学んだことを、家庭生活への関心
や実践力につなげることが難しい実態もあ
る。

◎学習用タブレット端末を活用し、個々の進度や理解
度に応じた学習を行うようにする。

◎家庭と連携を図り、学びの連続性を意識させながら
指導を行う。

◎個々の課題設定を行いながら学習を進めるととも
に、互いに伝え合い、教え合いながら課題解決を行う
学習をデザインしていく。

第6学年

【成果】
○毎回の授業だけでなく、
課題として家庭で取り組め
ることを提示することで、
自分事としての学びの連続
性を図ることができてい
る。

【現状】
○高い意欲で毎回の授業に臨んでいる。

○実習学習だけでなく、理論学習にも自分
の生活経験と照らし合わせて考えることが
できている。

【課題】
○学んだことやこれまでの実生活での経験
から考えることはできているが、今やこれ
からの生活改善につなげる実践力を必要と
する。

◎学習用タブレット端末を活用し、学校と家庭とで学
びの連続性をもたせる学習展開を行うようにする。

◎家の人との会話を通して確認しながら家庭での取組
を振り返る学習カードやノートの活用につなげてい
く。
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